
株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-004配置計画
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11 土砂災害に配慮して建物は極力南側に寄せて北側の山との離隔を確保します。

12 既存出入口を利用することで交通環境に極力影響のない計画とします。

13

13

配送回収口は西側の前面道路側に配置して、スムーズな出入りができる計画とします。

14 計画樹木は防鳥対策として、実のならない常緑樹を選定し、衛生、維持管理に配慮します。

15

15

西側と南側の出入口をつなぐ構内車両通路を設置して自由度の高い運用に配慮します。

16

16

食材搬入口は、搬入時の作業環境に配慮した床高さ(地盤面から500mm)とする
と共に、既存地盤面の高低差を活用することで建設時の掘削土量の削減を図ります。

17 東側隣地境界線部分は既存のままとして造成工事を極力少なくします。

18

18

事務室は食材搬入車両と東側出入口が視認できる場所に設置します。

19

19

構内は歩車分離を行い、車両と交差する場所には横断歩道を設置します。

110

110

建物の周囲には空地を確保して、機器の更新、外壁の補修などを容易にします。
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配送
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回収 ▼

194.9

194.4

配置計画の考え方

1　配置計画

Ⅲ　建築計画



和え物室和え物室

ピット階ピット階

事務管理ゾーン事務管理ゾーン

洗浄室洗浄室

コンテナ室コンテナ室
炊飯室炊飯室

ピット階ピット階

煮炊き調理室煮炊き調理室

揚物・焼物・蒸し物調理室揚物・焼物・蒸し物調理室

ピット階ピット階

アレルギー専用調理室アレルギー専用調理室アレルギー専用調理室

コンテナ室コンテナ室

炊飯室炊飯室

市事務室市事務室

検収室検収室下処理室下処理室

検収室検収室下処理室下処理室
煮炊き調理室煮炊き調理室

ワンウェイの調理工程ワンウェイの調理工程ワンウェイの調理工程

ワンウェイの調理工程ワンウェイの調理工程ワンウェイの調理工程

食育ゾーン食育ゾーン食育ゾーン

和え物室和え物室和え物室

揚物・焼物・蒸し物調理室揚物・焼物・蒸し物調理室揚物・焼物・蒸し物調理室

煮炊き調理室
下処理室 検収室

アレルギーアレルギー
対応調理室対応調理室
アレルギー
対応調理室

検収室下処理室

コンテナ室

炊飯室

荷受室荷受室荷受室

市事務室

④一般食を1階へ搬送

食育・研修

アレルギー専用調理室

ピット階

屋根

屋根

屋根

煮炊き調理室

揚物・焼物・蒸し物調理室

ピット階

事務管理ゾーン

コンテナ室

洗浄室

炊飯室

ピット階

和え物室

【設備ピット階の設置】
調理場内の床下配管は設備ピットを設置した床下か
ら維持管理を行います。1階床下全面設備ピットを設
置します。

【ワンウェイ動線の確保】
調理場が複層階（3層）に渡っても食材搬入から加熱調理、配送・回収まで調理工程
にそって諸室を配置します。汚染から非汚染へは人の往き来はできないようにして、
食材のみがパススルーカウンターで移動する計画とします。

貯米庫のサイロ部分と炊飯室の一部は
天井高さ4500mmのためピット無し

午後の動線
調理員用給食（2階）
試食会ほか（3階）

午前の動線

貯米庫

アレルギー対応調理
食育・見学

一般調理（検収・調理）
調理員休憩

荷受け

洗浄、コンテナ
炊飯

①食材荷受け

②食材を2階検収室へ搬送

②食材を3階検収室へ搬送

③アレルギー食を
　1階へ搬送

③一般食を1階へ搬送③一般食を1階へ搬送③一般食を1階へ搬送

④食缶を2階へ搬送④食缶を2階へ搬送④食缶を2階へ搬送

④専用容器を
　3階へ搬送

市職員、一般
委託事業者・調理員

配送

回収

設備ピット階計画図

階構成と上下階の動線計画図

株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-005階構成・動線計画

2　階構成・動線計画



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-006平面計画（１階）S=1/200

3　平面計画



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-007平面計画（２階）S=1/200



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-008平面計画（３階）S=1/200



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-009平面計画（Ｒ階）S=1/200



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-010立面計画－１

【 立面計画の考え方 】
・1階の基壇部分を濃い茶系とし、上階を薄い茶系で色分けをします。壁面を視覚的
に分節化して、ボリューム感を軽減させ、周辺環境との調和を図ります。

・外壁は125mmのALCパネルを基本としますが、北側（山側）の低層部の外壁には
ALCより強度が高いコンクリートPCパネルを採用して、一次対策の防土フェンスの
想定を越える土砂災害が発生した場合でも建物を守ります。

・屋外設備スペースとして利用する建物の屋上部分には目隠しフェンス（防音フェン
ス）を設置して、景観と周辺環境へ配慮します。

4　立面計画



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-011立面計画－２



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-012断面計画－１

・3階建ての調理場となることから、1階床下の全面ピットに加えて、2階と3階の床下にも配管漏水時の下階への影響を無くす
ために設備ピット階を設置します。
・給排水、蒸気配管のメンテナンスは天井からの点検では無く、床下点検口より行う計画とします。2階と3階の設備ピットは、漏
水に配慮して、端部に立ち上げを設けて防水（塗膜防水、またはシート防水）を行います。
・屋上の設備スペースの廻りは、周辺環境への景観と防音に配慮して目隠し（または防音）パネルを設置します。
・煮炊き調理室、和え物準備室が3階から見学できるように吹抜を設けます。この吹抜を利用して排煙窓を設置します。
・設備機器は全て屋根、庇の上に設置して、外部階段を利用して建物に入ること無く機器のメンテナンス、更新ができる計画と
します。（小屋裏を設けない計画）
・設備ピットへの点検口は通常時は「その他エリア」から行える計画としますが、長期休暇を利用したメンテナンス用に調理場
内にも適所に設置します。
・南側の前面道路レベルが西側（配送回収側）から東側（食材搬入側）に向けて50cm程度高いため、建物の1階床の地盤面か
らの高さを、西側のドッグシェルター部で90cmとし、東側で40cmとすることで、不要な盛土・切土を減らすと共に、食材搬入
の作業環境に配慮した計画とします。

B-B断面図　S=1/200

5　断面計画



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-013断面計画－２



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-014仕上計画－1

6　仕上計画



 

株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-015仕上計画－2



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-016仕上計画－3



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-017仕上計画－4



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-018求積図・面積表

7　求積図・面積表



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-019防火区画 1階平面図 S=1/200



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-020防火区画 2階平面図 S=1/200



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-021防火区画 3階平面図 S=1/200



※北側構内通路の仕様・運用方法は打合せによる

株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-022外構計画

9　外構計画



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-023土砂対策の検討－1

10　土砂対策の検討



株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 A-024土砂対策の検討－2


